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	＜報道関係各位＞
	毛髪・美容・健康のウェルネス事業をグローバル展開する株式会社アデランス（本社：東京都新宿区、代表取締役社長 津村 佳宏）は、2022年6月18日（土）～6月19日（日）に海峡メッセ下関（山口県下関市）において開催された第7回日本がんサポーティブケア学会学術集会において、アデランスがスポンサーシップをとるランチョンセミナーを初めて共催しました。
	昨今の新型コロナウイルス感染拡散防止として、会場での実施においてはセミナー会場の席数を制限して密になるのを防ぎ、マスク着用と消毒はもちろん、室内換気や現地参加者の健康状態の確認の徹底を行うなどの対策を講じたうえでの会場開催を行うとともに、より多くの聴講者が場所を問わず視聴できるWEB配信を同時に行う「ハイブリッド開催」での実施となりました。
	会期中の6月19日（日）にアデランス共催のセミナーが実施され、アデランスとの共同研究を進める大分大学医学部 先端がん毛髪医療開発講座[アデランス]　准教授の河野 洋平先生が講演し、同じく大分大学医学部　消化器・小児外科学講座　教授の猪股 雅史先生が座長を務めました。
	アデランスはトータルヘアソリューションにおけるリーディング企業の使命として、経営理念の一つである「最高の商品」の開発および毛髪関連業界の発展を目指し、機能性人工毛髪や医療用ウィッグの研究開発、育毛・ヘアスカルプケア関連研究、抗がん剤脱毛抑制研究など、産学連携において毛髪関連の研究を積極的に取り組んでおります。
	その産学共同研究の成果を国内外の学会を通じて発信し、研究成果を発表いただくことは、毛髪界の更なる進展となり、ひいては多くの方の髪の悩みの解消に寄与し、当社のCSR（企業の社会的責任）であると考えております。
	※支持療法（支持医療：supportive care）とは、がん患者の生活の質（QOL: quality of life）を維持し、治療の妨げとなるような事柄を予防・軽減し、がん治療を行う患者様を支える治療のこと。
	■アデランスランチョンセミナー　講演概要
	「科学に基づく抗がん剤脱毛患者のサポーティブケア」

